





















跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 14 号　（2012 年 9 月 30 日）
“観光デザイナー”論
─ 観光資本家における構想と妄想の峻別 ─
“Tourism Designer”, Capitalists Talented for Design in Tourism; 



































































































































































































明治 39 年という極めて早い時期に市民無料開放に踏み切り、正門に“The public is cordially 
invited to visit this garden”と英文標記35するなど、文化財・景観の保全公開、外国人誘致を実
践した地域貢献型観光の先駆者である。悪名高い成金の元祖・鈴久（鈴木久五郎）が花月華壇36を













































































































































































































































































⑴　吉阪隆正『地域のデザイン』吉阪隆正集第 12 巻，勁草書房，昭和 60 年，p221 所収
⑵⑶　同書，p250 ～ 1
⑷　吉田初三郎は拙稿「私鉄『沿線案内』変遷史（1）（2）」『鉄道ジャーナル』198 号，p131 ～ 135，199 号，
p128 ～ 131，昭和 58 年 8 ～ 9 月










1 月甲府電車軌道を設立，営業を譲渡し解散（甲府電車軌道『第一回営業報告書』大正 14 年，p2）したが，
かかる「彷徨へる鉄路」は希有な例であろう。（宮沢元和「山梨交通電車線」『鉄道ピクトリアル』通巻
125 号，昭和 36 年 12 月）
⑼　岩下清周は拙稿「『企業家』と『虚業家』の境界─岩下清周のリスク選好度を例として─」『彦根論叢』
第 342 号，平成 15 年 6 月参照。
⑽　拙稿「岩下清周」「金森又一郎」『関西企業家デジタルアーカイブ（2）』大阪企業家ミュージアム，平成
14 年 3 月，p75 ～ 91，p118 ～ 131 参照。
⑾　『建築学用語辞典第 2版』岩波書店，平成 5年，p501
⑿⒀⒁⒂　桑田政美編『観光デザイン学の創造』世界思想社，平成 18 年，p169 ～ 172
⒃　大阪芸術大学松久喜樹「都市観光と都市デザイン　自律的観光デザインにおける風景」WEB『都市観
光の新しい形』17（web.kyoto-inet.or.jp/org/gakugei/judi/forum/.../16k017.ht/ 平成 24 年 6 月検索）
⒄　「日本観光ポスターコンクール」記念シンポジウム「観光におけるデザイン分野と役割」のパネルディ







⒇21　河合正一「建築批評論」『建築学大系 7　建築計画・設計論』彰国社，昭和 34 年，p66
22　「有名建築その後　ホテル川久時流に見捨てられた高級路線」『日経アーキテクチュア』696 号，平成 13
年 7 月 9 日，p92。施主の弁は堀資永　「ホテル川久を建てて」『建築雑誌』108（1349），平成 5年 10 月，
p55 参照
23　観光資本家に関する一連の拙稿群「近江商人系資本家と不動産・観光開発─御影土地を中心として─」
『彦根論叢』第 375 号，平成 20 年 11 月，「海と山のリゾート開発並進と観光資本家の興亡─大正期の別府
土地信託，別府観海寺土地を中心に─」『彦根論叢』第 381 号，平成 21 年 11 月，「温泉会社の源泉リスク




学マネジメント学部紀要』第 11 号，平成 23 年 3 月など参照。




p35）った縁で原家に婿入り，明治 41 年 5 月 15 日女学校最初の遠足で東京から歩いて目的地の三渓園を
訪れた教え子・同窓の跡見女学校の生徒らを「御もてなし，なかなかに」（川幡留司「三渓園開園の頃の
状況を『跡見花蹊日記』にて探る」『にいくら』第 14 号，跡見学園女子大学花蹊記念資料館，平成 21 年
3 月，p7）暖かく歓待するなど，ホスピタリティ溢れる夫妻であった。
28　「時事新報社第三回調査全国五拾万円以上資産家」『時事新報』大正 5年
29　三渓園保勝会編『三渓園 100 周年　原三渓の描いた風景』神奈川新聞社，平成 18 年，p126 所収
30　白崎秀雄『三渓　原富太郎』昭和 63 年，新潮社，p14 ～ 5
313445　新井恵美子『原三渓物語』平成 15 年，神奈川新聞社，p110，p207，p243
32333544　前掲『三渓園 100 周年』，p166，p128 所収，p62，p65
36　花月華壇は拙稿「明治期近郊リバーサイドリゾート経営のリスクと観光資本家─墨東・向島の鉱泉宿・
有馬温泉と遊園・花月華壇の興亡を中心に─」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 12 号，平成
23 年 9 月参照。
373940　明治 40 年 2 月 2 日 3 面『読売新聞』
38　小沢福三郎『株界五十年史』昭和 8年，春陽堂，p74






48　平成 13 年度滋賀大学産業共同研究センター「滋賀大学まちづくりフォーラム 2002」。なお『まちづく
りフォーラム 2002 講演録　由布院のまちづくりに学ぶ』滋賀大学産業共同研究センター，平成 15 年，中
谷健太郎「特別寄稿　お愉しみは，それからです」『滋賀大学産業共同研究センター』第 2号，p106 ～






















号，平成 23 年 3 月，「リゾート開発に狂奔した“投資銀行”のリスク増幅的行動─平松銀行頭取平松甚四
郎のリスク選好を中心に─」『彦根論叢』第 390 号，平成 23 年 12 月，拙著『破綻銀行経営者の行動と責
任─岩手金融恐慌を中心に─』滋賀大学経済学部研究叢書第 34 号，平成 13 年，田中修司「森田庄兵衛に
よる新和歌浦観光開発について」『日本建築学会計画系論文集』635 号，社団法人日本建築学会，平成 21
年 1 月，p291 ～ 7
63　拙著『企業破綻と金融破綻─負の連鎖とリスク増幅のメカニズム─』，九州大学出版会，平成 14 年，
p523 ～ 546 参照。
64　丹沢善利自身も「元来わたしはコリ性のうえに仕事ずきなので，はじめると夜も昼もあくせくしないと
気がすみません」（林政春『房総財界太平記』多田屋，昭和 51 年，p265 所収）と告白する。
65　九度山の椎出で高野登山客相手の観光旅館を営んでいた尾上勝蔵は地域発展を期して新たに高野索道・
高野登山自動車，高野電気鉄道等の発起・設立に深く関与した（WEB 『高野索道　森林軌道・山林・索道』
平成 24 年 6 月検索）。
66　「虚業家」は拙稿「企業家と虚業家」『企業家研究』第 2号，企業家研究フォーラム，平成 17 年 6 月，
有斐閣，「買占め・乗取りを多用する資本家の虚像と実像─企業家と対立する「非企業家」概念の構築の
ための問題提起─」『企業家研究』第 4号，企業家研究フォーラム，平成 19 年 6 月，参照。たとえば新和
歌浦土地を創立して遊園地を経営した開拓者の森田庄兵衛の場合は「新和歌浦経営資金の調達に就て奔







ある」（昭和 12 年 2 月 28 日月刊誌『阪和ニュース』，平松憲夫『阪和百景』昭和 14 年，p23 所収）と森
田の開拓者としての功績を称えている。
67　拙稿「鉱業投資とリスク管理（序説）─鉱業リスクの諸態様を中心として─」『彦根論叢』第 355 号，
平成 17 年 9 月，「証券業者による鉱山経営とリスク管理─八溝金山事件を中心として─」『彦根論叢』第
354 号，平成 17 年 5 月参照。
68　比叡山の千日回報の荒行やヒマラヤ登山家などの陥るクライマーズ・ハイ（climber’s high）のごとき
ものか。
69　具体的には①明治 21 年ハイリスクを選好する銀行家の平松甚四郎が箱根強羅の約 87 町歩もの山林を買
収し，最初の温泉開発に着手，② 24 年末京橋の酒問屋山脇善助が継承して道路を開き，源泉から引湯，
③その後を継承者した小石川の不動産業香川泰一が旅館を開業し宣伝，④建築家の清水仁三郎が香川の銀







気鉄道支援策を中心に─」『彦根論叢』第 387 号，平成 23 年 3 月参照）
70　宮沢賢治は花巻温泉遊園地の花壇造営の設計を担当（『宮沢賢治全集9』筑摩書房，平成7年，p314以下）
した「観光デザイナー」でもあるが，彼は花銀常務から盛銀取締役花巻支店長となった宮沢恒治の甥に当





71　岩手日報記者・森佐一あて昭和 8年 3月 31 日付賢治書簡［467］前掲『宮沢賢治全集 9』，p571
72　前掲『破綻銀行経営者の行動と責任』，p135
73　稲垣真美『観光巨人伝　杉本行雄物語』旅行読売出版社，平成 8年，笹本一夫 , 小笠原カオル『挑戦　
55 歳からの出発・古牧温泉杉本行雄物語』実業之日本社，平成 5年など礼賛記事が多いが，平成 15 年 9
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7597　平成 17 年 1 月 26 日『河北新報』
76　拙著『虚構ビジネス・モデル─観光・鉱業・金融の大正バブル史─』，日本経済評論社，平成 21 年，
p24 ～ 32
77　『新潟中央銀行 50 年史』新潟中央銀行，平成 7年参照。










82　金名鉄道は『北陸鉄道 50 年史』北陸鉄道，昭和 49 年，p80 ～，『北陸の産業と温泉』北日本社，昭和
7年，p169，新本欣吾「白山麓開発にかけた夢─小堀定信と金名鉄道─」『はくさん』35 巻 4 号，p6 ～
12（https://www.pref.ishikawa.jp/hakusan/publish/hakusan/ 平成 24 年 6 月検索）


















『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 7号，平成 21 年 3 月参照。
90　「副命書」鉄道省文書『妙見鉄道（元摂丹鉄道）大正二年～大正八年』3A13-11，327 国立公文書館蔵
9193　昭和 58 年 4 月 29 日『アサヒグラフ』No.3138 号，p102
92　小林武彦『現代の倒産　競争に敗れた 50 社の教訓』日経新書 148，日本経済新聞社，昭和 46 年，
p157。磐急の往時の姿は『写真でつづる懐かしの沼尻軽便鉄道』同刊行委員会，歴史春秋社，平成 12 年，
『続・懐かしの沼尻軽便鉄道』歴史春秋社，平成 13 年参照。
94　昭和 43 年 8 月 1 日『実業界』，p50
95　『岩下清周伝』故岩下清周君伝記編纂会，昭和 6年，p233
96　前掲『原三渓物語』，p239






100　「油屋熊八翁をしのぶ座談会」『二豊の文化』昭和 25 年 9 月，p8
102　雨宮敬次郎は拙稿「雨宮敬次郎」『日本の鉄道をつくった人たち』第 4章，悠書館，平成 22 年，p92
～ 112 参照。








110　平成 24 年 8 月 23 日『上毛新聞』号外（8月 25 日入手）
